
　

今
年
３
月
、兵
庫
県
立
柏
原
高
校
で
第

１
回「
地
域
課
題
か
ら
世
界
を
考
え
る
日
」

が
開
催
さ
れ
た
。
知
の
探
究
コ
ー
ス
２
年
生

の
小
橋
遼
太
朗
さ
ん
は「
地
域
課
題
は
世

界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
課
題
と
い
え
ま

す
。
田
舎
は
課
題
先
進
地
。
僕
た
ち
は
丹

波
を
、世
界
の
問
題
に
解
決
策
を
提
示
す

る
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
T
A
M
B
A
と
し
て
発
信

す
る
た
め
の
探
究
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
」と
力
強
く
話
し
、ポ
ス
タ
ー
発
表
を
す

る
各
班
を
紹
介
し
て
い
っ
た
。

　

農
業
班
、丹
波
篠
山
層
群
・
生
物
多
様

性
班
、地
域
医
療
班
な
ど
６
班
38
人
の
生

徒
は
1
学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

「
探
究
Ⅰ
」か
ら
丹
波
を
テ
ー
マ
に
学
習
し

て
き
た
。
校
内
で
の
専
門
家
に
よ
る
講
演

や
市
内
各
地
で
の
調
査
だ
け
で
な
く
、地

域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
県
外
で
の
活
動

な
ど
充
実
し
た
経
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

提
案（
図
１
）は
、参
加
者
の
活
発
な
意
見

交
換
を
生
ん
だ
。「
地
域
の
人
や
市
議
会

の
方
の
鋭
い
指
摘
で
、足
り
な
い
と
こ
ろ
も

分
か
っ
て
良
か
っ
た
」と
、受
け
止
め
る
生
徒

は
前
向
き
だ
。

　

こ
の
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
海
外
と
地

域
の
問
題
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
は
な

く
、地
域
の
課
題
が
海
外
の
何
ら
か
の
問

題
を
変
え
て
い
け
る
と
思
っ
た
」（
１
年
生
）、

「
活
動
を
通
し
、普
段
の
授
業
で
は
得
ら
れ

な
い
問
題
解
決
能
力
、思
考
力
、プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
様
々
な
力
が
付
く

こ
と
を
実
感
し
た
」（
教
員
）と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

2
0
1
4
年
度
に
Ｓ

※

Ｇ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

校
に
認
定
さ
れ
た
柏
原
高
校
は
、日
本
海

側
と
京
阪
神
を
つ
な
ぐ
交
通
の
要
所
に
あ

り「
教
育
熱
心
で
、電
車
も
電
灯
も
通
っ
て

い
な
い
時
代
に
創
立
さ
れ
た
高
校
で
す
。総

理
大
臣
を
は
じ
め
と
し
、多
く
の
人
材
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
」と
大
西
伸
弘
校
長

が
言
う
よ
う
に
、普
通
科
進
学
校
と
し
て

地
域
教
育
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
。

伝
統
校
が
取
り
組
み
始
め
た
、地
域
か
ら
世
界
を
考
え
る
人
材
育
成
。授
業
で

月
に
１
度
以
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
る
の
み
な
ら
ず
、自
ら
地
域
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
主
体
的
に
地
域
と
関
わ
る
生
徒
が
育
っ
て
い
ま
す
。

取
材
・
文
／
江
森
真
矢
子

地
域
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し

地
域
活
性
＆
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
を

地域課題から世界を考える
「知の探究コース」で
コスモポリタンを育む

柏原高校（兵庫・県立）第6回

図1 探究テーマと活動・提案内容

丹波の農業探究班
「丹波農業維新計画」

生物多様性・丹波篠山層群探究班
「丹波の自然財産」

防災・減災・里山再三探究班
「丹波市市島豪雨災害から健全な
森・エネルギー問題を考える」

前年度の探究テーマ「丹波里山を世界
農業遺産に」での市内のフィールドワー
クや和歌山県「みなべ・田辺」シンポジ
ウム参加などの知見を活かし、今年度は
消費者の意識調査を行って地域の活
性化策を探究。
【提案】①特産品の認証制度を作り大
消費地に出荷②都市部の地域と協定
を結び直販

丹波竜など貴重な化石が出た丹波篠
山層群、多様な生物種が行き来する本
州で一番低い分水嶺地帯などの環境
を活用。理学的な研究を行いつつ、資
源の活用方法について考察。
【提案】分水嶺①棲息生物のDNA調
査②丹波版レッドデータブックの作成
／層群①地域の人向け勉強会②学校
の授業への導入③研究施設誘致

2014年8月に発生した丹波市市島町
豪雨災害を糸口に、里山の荒廃が遠因
とされる自然災害を通して、防災・復興プ
ランを研究。鹿肉、猪肉業者や料理店も
取材し鳥獣害や里山の暮らしを研究し人
と自然の調和した暮らしについて研究。
【提案】①エネルギー②健康な森③農業
④イベントの観点からサステイナブルな
山間地域モデル

地域医療探究班
「地域医療モデルタウンを目指して」

地域活性化策探究班
「TAMBA LOVERS」

知探プロデュース探究班
「プロデュースで丹波を活性化」

関係各所へ取材等を行いつつ、過疎・
高齢化の進む地域の中で今後期待さ
れる総合医療を中心とした医療モデル
について研究。
【提案】①医療従事者の定住支援を強
化②医療系公立大学の設立③交通
手段確保・在宅医療体制の確立

他県も含めた地域活性の現状などを学
びながら、市民の住民意識に焦点を当
てて探究活動を行った。
【提案】①市民の一体感を醸成する「世
界ギネス記録に挑戦」②小学校区でチ
ームを作る「丹波スポーツフェスティバ
ル」③ふるさと教育の実施

イベント参加や、地域活性のアイデアを
実現させる活動を行いながらプロデュー
スを学ぶ。
【提案】①市内３高校が合同してプロデ
ュース活動を行う②丹波をよくするための
デザインコンテスト実施③人気漫画に範
を得た丹波を知る参加型ゲーム

【全員もしくは有志で参加したイベント、行事等】
6月～11月:丹波市主催「TAMBA地域づくり大学」（生徒9人参加）／8月：「京都大学サマースクール2015」（知探1、2年
生全員参加）／12月：地域おこし協力隊講演（知探1、2年生全員参加）／12月：県民局主催「丹波地域大学連携フォー
ラム」 発表（生徒6人参加）／1月：探求Ⅰ・Ⅱ中間発表会／2月：県教委・大阪大学主催「高校生　国際問題を考える日」 
発表（生徒40人が交流校・金海外国語高校（韓国）の生徒10人と参加）／2月：県民局主催「丹波の森夢会議」 発表（生
徒2人参加）／3月：高校主催「地域課題から世界を考える日」（知探1、2年生全員参加）／3月：「第5回丹波市地域教育
フォーラム」 発表（生徒2人参加）／3月：関西学院大学「SGH指定校・アソシエイト校発表会」 発表（生徒8人参加）

探究Ⅰではスキルを学ぶ 水害の現場視察 地域課題から世界を考える日

※スーパーグローバルハイスクール。文部科学省の指定事業。グローバルリーダー育成を目指し、探究的な学習を実施す
る。アソシエイト校はSGH校と開発・実践について情報共有するSGHコミュニティの一員と位置付けられる。 462016 MAY Vol.412



　

１
９
８
６
年
設
置
の
理
数
コ
ー
ス
を
08

年
に「
知
の
探
究
コ
ー
ス
」（
１
学
級
）へ
改

組
し
た
の
は「
理
系
だ
け
で
は
生
徒
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た

か
ら
」（
大
西
校
長
）と
い
う
が
、伝
統
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き

た
証
左
だ
ろ
う
。
丹
波
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し

た
Ｓ
Ｇ
Ｈ
申
請
も
そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と

つ
。「
右
肩
上
が
り
の
時
代
は
成
功
モ
デ
ル

が
あ
り
、本
校
も
都
会
へ
人
を
送
り
出
し
て

い
ま
し
た
」（
大
西
校
長
）。「
高
校
生
に
な

る
と
大
人
と
の
関
わ
り
が
少
な
く
な
り
、

大
人
た
ち
も
勉
強
を
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で

よ
し
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
今
、世
代

を
超
え
て
つ
な
が
ら
な
い
と
立
ち
行
か
な
い

と
地
域
が
気
づ
き
始
め
て
い
ま
す
」と
Ｓ
Ｇ

Ｈ
探
究
推
進
部
の
奥
村
洋
先
生
も
続
け
る
。

　

初
年
度
の
申
請
は
テ
ー
マ
に「
丹
波
の
里

山
を
世
界
農
業
遺
産
に
」を
掲
げ
た
。地
域

魅
力
化
・
活
性
化
モ
デ
ル
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
対
応
し
た
地
域
モ
デ
ル
を
構
想
す
る
学

習
活
動
を
通
し
て
「
地
域
か
ら
世
界
を
考

え
る『
開
か
れ
た
個
』を
育
成
す
る
知
の
拠

点
校
」と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
計
画
だ
。

　

し
か
し
、初
年
度
に
続
き
、よ
り
多
面
的
に

地
域
課
題
を
探
る「
丹
波
か
ら
T
A
M
B
A

へ
」を
テ
ー
マ
と
し
た
2
年
目
も
ア
ソ
シ
エ
イ

ト
校
と
し
て
の
指
定
し
か
受
け
ら
れ
ず
、予

定
し
て
い
た
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
予
算

面
か
ら
も
実
施
困
難
と
な
っ
た
。「
３
月
末
の

発
表
を
受
け
て
走
り
な
が
ら
調
整
し
て
き

ま
し
た
。
結
果
、教
師
も
生
徒
も
深
く
丹
波

に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、地
域
と
の
つ
な
が
り

が
よ
り
強
く
な
り
ま
し
た
」と
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
探
究

推
進
部
長
の
吉
田
究
先
生
は
言
う
。
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
は
４
月
に
共
有
す
る
が
、今
も
毎

週
の
会
議
で
相
談
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
。

　

15
年
度
の「
探
究
Ⅰ
」は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

ス
キ
ル
の
習
得
に
重
き
を
置
き
、①
１
学
期

を
中
心
に
専
門
家
や
地
域
の
人
の
講
義
を

通
し
て
「
聴
く
力
」②
２
学
期
以
降
の
班

別
地
域
研
究
活
動
を
通
し
て「
調
べ
る
力
」

③
講
義
ま
と
め
や
レ
ポ
ー
ト
、班
発
表
な
ど

全
体
を
通
し
て「
発
表
す
る
力
」を
つ
け
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。「
探
究
Ⅱ
」で
は
、要
所
要

所
で
の
全
体
講
義
や
中
間
発
表
、最
終
の

発
表
会
を
除
い
て
は
各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
動
い
た
。

　

班
は
生
徒
が
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
を
出

し
合
い
、６
つ
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
も
の
。

毎
月
の
よ
う
に
調
査
に
出
掛
け
た
り
、イ
ベ

ン
ト
で
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
実
行
す

る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
は
、６
〜
８
人
の

班
に
１
人
の
教
員
と
い
う
体
制
が
後
押
し

す
る
。
そ
し
て
生
徒
の
中
に
は
、地
域
の
大

人
と
の
協
働
の
場
に
参
加
す
る
な
ど
、主

体
的
な
地
域
と
の
関
わ
り
、行
動
が
見
ら

地
域
と
深
く
関
わ
り

丹
波
が「
自
分
の
場
所
」に

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

主
幹
教
諭
の
久
保
哲
成
先
生
は「
教
師

は
全
力
で
待
つ
ス
タ
ン
ス
。
生
徒
の
テ
ー
マ

を
見
る
と
見
通
し
が
つ
き
ま
す
が
、そ
こ
で

道
を
示
し
て
し
ま
う
と
生
徒
は
面
白
く
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
教
師
側
は
し
ん
ど
い
ん

で
す
け
ど
ね
」と
笑
う
。

　

地
域
主
催
の
勉
強
会
に
も
参
加
し
た
井

本
日
和
さ
ん
は「
思
っ
て
い
た
以
上
に
丹
波

の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
て
、丹
波
で
働
く
意
思
が
固
ま
り
ま
し

た
」と
授
業
や
課
外
活
動
を
通
し
て
丹
波

に
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、将
来
像
も
明

確
に
な
っ
た
そ
う
。２
年
生
に
と
っ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は「
丹
波
は
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
」

と
い
う
設
問
に
知
の
探
究
コ
ー
ス
で
は
70
％

以
上
が
肯
定
的
な
回
答
だ
っ
た
の
に
対
し
、

他
は
50
％
ほ
ど
と
差
が
出
た
。次
な
る
課
題

は
１
コ
ー
ス
で
始
め
た
地
域
課
題
解
決
学
習

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
全
校
に
広
げ
る
こ
と
だ
。

1897年創立/普通科/生徒数764人（男子365人、女子399人）/進路状況（2015年度）大学・短大175
人、専門学校36人、就職10人、その他11人

後列左から
奥村洋先生（2学年副主任・SGH探究推進部）、畑中
弘先生（主幹教諭、1学年副主任・SGH探究推進部）、
丹生憲一先生（1学年主任）、坂本秀史先生（3学
年副主任・SGH探究推進部）、小山定敏先生（探究Ⅱ
担当）、荻野幸裕先生（進路指導部長）
前列左から
吉田究先生（2学年主任・SGH探究推進部長）、大西
伸弘先生（校長）、土井敬子先生（2学年知の探究コ
ース担任）

左から
田中浩先生
（2学年担任）
久保哲成先生
（主幹教諭
総務広報部長）
藤原一彦先生
（SGH探究推進部）

■知の探究コース２年生の声

●近藤珠理さん（知探プロデュース探究班）
　始めは活動が盛り上がらず、1時間誰も喋

らず に終わったこともありました。まず いと思っ

て一生懸命話したことがきっかけになり、少し

ず つみんなが 意見を言いあえるようになりまし

た。1年生の時はネットで 調べ て写す、考えるよ

り書くだ けだ ったのが 、2年生になってからは情

報を基にど う考えるか、班で ど う動くか考えるよ

うになりました。一番楽しかったのは「新丹波

百景」を作った時で す。班の話し合いが すご く

盛り上が り、SNSで 地域に呼び 掛けたら、あっ

という間に100枚以上の写真が 集まりました。

地域の年配の方と話した時、あれもこれもやり

たいといっぱ い夢が で てきて、それを聞いて前

向きな気持ちになりました。高校生みんなが 私

たちのように丹波を盛り上げ ようと考え、動くよ

うになったら地域も変わると思います。

●小橋遼太朗さん（地域活性化策探究班）
　１年生の時は里山ゼミで「里山の教育的

価値」というレポートを書き、今年度はもっと深

めたいと地域活性化策班を選びました。

「TAMBA地域づくり大学」や「丹波市地域

教育フォーラム」で地域の大人と話し、つなが

りができました。将来的には一つの職業にとら

われずに地域プロデューサー的な活動をして

いきたいと思っています。地域や人のためにな

ることを自分で作っていく生き方をしたい。中

学の時は結構独りよがりで、自分さえ勉強でき

ればいいと思っていたりしましたが、「探究」の

中で、人と何かをすることが一番大切だという

ことに気づけました。それが楽しいしやりがい

があると思える、そこが一番変わりました。
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